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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基板と、
　複数のサブ画素を含む画素ユニットと、
　前記画素ユニットに隣り合って配置され、光を透過する透光部として用いられる非画素
ユニットとを含み、
　前記画素ユニットが八角形状に形成されることを特徴とする有機発光表示装置。
【請求項２】
　基板と、
　複数のサブ画素を含む画素ユニットと、
　前記画素ユニットに隣り合って配置され、タッチセンサ部として用いられる非画素ユニ
ットとを含み、
　前記画素ユニットが八角形状に形成されることを特徴とする有機発光表示装置。
【請求項３】
　基板と、
　複数のサブ画素を含む画素ユニットと、
　前記画素ユニットに隣り合って配置され、白色発光部として用いられる非画素ユニット
とを含み、
　前記画素ユニットが八角形状に形成されることを特徴とする有機発光表示装置。
【請求項４】
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　前記画素ユニットは、正八角形状に形成されることを特徴とする請求項１～３のいずれ
か一項に記載の有機発光表示装置。
【請求項５】
　前記サブ画素は、赤色に対応する第１サブ画素と、緑色に対応する第２サブ画素と、青
色に対応する第３サブ画素とを含むことを特徴とする請求項１～４のいずれか一項に記載
の有機発光表示装置。
【請求項６】
　前記画素ユニットおよび前記非画素ユニットがそれぞれ前記基板に複数形成され、１つ
の非画素ユニットが複数の画素ユニットによって囲まれていることを特徴とする請求項１
～５のいずれか一項に記載の有機発光表示装置。
【請求項７】
　１つの前記画素ユニットの各辺は、隣り合う非画素ユニットおよび隣り合う他の画素ユ
ニットの一辺と交互に接することを特徴とする請求項６記載の有機発光表示装置。
【請求項８】
　前記隣り合う非画素ユニットの一辺と重なっている前記画素ユニットの辺は、前記隣り
合う他の画素ユニットの一辺と重なっている前記画素ユニットの辺よりも長く形成されて
いることを特徴とする請求項７記載の有機発光表示装置。
【請求項９】
　前記非画素ユニットは、正方形状に形成され、
前記正方形状の各辺は、隣り合う４つの画素ユニットそれぞれのいずれか一辺と接するこ
とを特徴とする請求項１～８のいずれか一項記載の有機発光表示装置。
【請求項１０】
　前記第１サブ画素、第２サブ画素および第３サブ画素が、前記正方形状の一辺と平行な
ストライプ形状に配置されていることを特徴とする請求項９記載の有機発光表示装置。
【請求項１１】
　前記第１サブ画素、第２サブ画素および第３サブ画素が、前記正方形状の一辺と約４５
度の角度をなすストライプ形状に配置されていることを特徴とする請求項９記載の有機発
光表示装置。
【請求項１２】
　前記第１サブ画素は、前記ストライプ形状の長手方向に隣り合う画素ユニットの第１サ
ブ画素と同一線上に形成されており、
　前記第２サブ画素は、前記ストライプ形状の長手方向に隣り合う画素ユニットの第２サ
ブ画素と同一線上に形成されており、
　前記第３サブ画素は、前記ストライプ形状の長手方向に隣り合う画素ユニットの第３サ
ブ画素と同一線上に形成されていることを特徴とする請求項１１記載の有機発光表示装置
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有機発光表示装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　最近の表示装置は、単に表示機能だけを行うのではなく、様々な付加機能を有すること
ができるように開発されている。透明ディスプレイ、タッチセンサディスプレイなどがそ
の例といえる。この多機能表示装置において、イメージを表示するディスプレイは、主に
、薄膜型でありながら、柔軟性に優れた有機発光表示装置が適用されている。
【０００３】
　有機発光表示装置の画素は、通常、同一の形態および大きさを有し、四角形のストライ
プ形状に配列されているが、このような画素配列を用いる場合、タッチセンサなどの機能
性領域を、発光に必要な画素が配置された領域とは別途に設けなければならない。この場
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合、機能性領域と画素を効率的に配置することが難しいという問題があった。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明の一実施形態は、上述した問題を解決するためのものであって、解像度に優れる
と同時に、画素の間に機能性領域の実現が容易な有機発光表示装置を提供するものである
。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の一実施形態にかかる有機発光表示装置は、基板と、複数のサブ画素を含む画素
ユニットと、前記画素ユニットに隣り合って配置される非画素ユニットとを含んでおり、
前記画素ユニットが八角形状に形成されることができる。
【０００６】
　前記画素ユニットは、正八角形状に形成されることができる。
【０００７】
　前記サブ画素は、赤色に対応する第１サブ画素と、緑色に対応する第２サブ画素と、青
色に対応する第３サブ画素とを含むことができる。
【０００８】
　前記画素ユニットおよび前記非画素ユニットがそれぞれ前記基板に複数形成され、１つ
の非画素ユニットが複数の画素ユニットによって囲まれ得る。
【０００９】
　前記１つの画素ユニットの各辺は、隣り合う非画素ユニットおよび隣り合う他の画素ユ
ニットの一辺と交互に接することができる。
【００１０】
　前記隣り合う非画素ユニットの一辺と重なっている辺は、前記隣り合う他の画素ユニッ
トの一辺と重なっている辺よりも長く形成されている。
【００１１】
　前記非画素ユニットは、正方形状に形成されることができる。
【００１２】
　前記正方形状の各辺は、隣り合う４つの画素ユニットそれぞれのいずれか一辺と接する
ことができる。
【００１３】
　前記第１サブ画素、第２サブ画素および第３サブ画素は、前記正方形状の一辺と平行な
ストライプ形状に配置できる。
【００１４】
　前記第１サブ画素、第２サブ画素および第３サブ画素は、前記正方形状の一辺と約４５
度の角度をなすストライプ形状に配置できる。
【００１５】
　前記第１サブ画素は、前記ストライプ形状の長手方向に隣り合う画素ユニットの第１サ
ブ画素と同一線上に形成されており、前記第２サブ画素は、前記ストライプ形状の長手方
向に隣り合う画素ユニットの第２サブ画素と同一線上に形成されており、前記第３サブ画
素は、前記ストライプ形状の長手方向に隣り合う画素ユニットの第３サブ画素と同一線上
に形成されている。
【００１６】
　前記非画素ユニットは、光を透過する透光部であり得る。
【００１７】
　前記非画素ユニットは、タッチセンサ部であり得る。
【００１８】
　前記非画素ユニットは、白色発光部であり得る。
【発明の効果】
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【００１９】
　本発明によれば、解像度に優れると同時に、画素内に機能性領域の実現が容易な有機発
光表示装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明の第１実施形態にかかる有機発光表示装置の一サブ画素の等価回路図であ
る。
【図２】本発明の第１実施形態にかかる有機発光表示装置の画素ユニットの断面図である
。
【図３】本発明の第１実施形態にかかる有機発光表示装置を示す平面図である。
【図４】本発明の第１実施形態と比較例を示す図である。
【図５】本発明の第２実施形態にかかる有機発光表示装置を示す平面図である。
【図６Ａ】本発明の第３実施形態にかかる有機発光表示装置を示す平面図である。
【図６Ｂ】本発明の第３実施形態の変形例にかかる有機発光表示装置を示す平面図である
。
【図６Ｃ】本発明の第３実施形態の変形例にかかる有機発光表示装置を示す平面図である
。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下、添付した図面を参照して、本発明の実施形態について、本発明の属する技術分野
における通常の知識を有する者が容易に実施できるように詳細に説明する。本発明は、種
々の異なる形態で実現可能であり、ここで説明する実施形態に限定されない。
【００２２】
　図１は、本発明の第１実施形態にかかる有機発光表示装置の一サブ画素の等価回路図で
ある。
【００２３】
　図１に示すように、本実施形態にかかる有機発光表示装置は、複数の信号線１２１、１
７１、１７２と、これらに連結されている複数のサブ画素（ｐｉｘｅｌ）ＳＰＸとを含む
。サブ画素ＳＰＸは、第１サブ画素、第２サブ画素および第３サブ画素のいずれか１つで
あり、第１サブ画素、第２サブ画素および第３サブ画素はそれぞれ、赤色サブ画素Ｒ、緑
色サブ画素Ｇおよび青色サブ画素Ｂであり得る。
【００２４】
　信号線は、ゲート信号（または走査信号）を伝達する走査信号線（ｓｃａｎｎｉｎｇ　
ｓｉｇｎａｌ　ｌｉｎｅ）１２１、データ信号を伝達するデータ線（ｄａｔａ　ｌｉｎｅ
）１７１、駆動電圧を伝達する駆動電圧線（ｄｒｉｖｉｎｇ　ｖｏｌｔａｇｅ　ｌｉｎｅ
）１７２などを含む。走査信号線１２１は、ほぼ行方向に伸びて互いにほぼ平行であり、
データ線１７１は、ほぼ列方向に伸びて互いにほぼ平行である。駆動電圧線１７２は、ほ
ぼ列方向に伸びて示されているが、行方向または列方向に伸びたり、網状に形成されたり
することができる。あるいは、サブ画素ＳＰＸの形態に応じてサブ画素ＳＰＸの開口部の
外郭を通るように適切に形成できる。
【００２５】
　サブ画素ＳＰＸは、スイッチングトランジスタ（ｓｗｉｔｃｈｉｎｇ　ｔｒａｎｓｉｓ
ｔｏｒ）Ｑｓと、駆動トランジスタ（ｄｒｉｖｉｎｇ　ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ）Ｑｄと、
ストレージキャパシタ（ｓｔｏｒａｇｅ　ｃａｐａｃｉｔｏｒ）Ｃｓｔと、有機発光素子
（ｏｒｇａｎｉｃ　ｌｉｇｈｔ　ｅｍｉｔｔｉｎｇ　ｅｌｅｍｅｎｔ）ＬＤとを含む。
【００２６】
　スイッチングトランジスタＱｓは、制御端子（ｃｏｎｔｒｏｌ　ｔｅｒｍｉｎａｌ）Ｎ
１と、入力端子（ｉｎｐｕｔ　ｔｅｒｍｉｎａｌ）Ｎ２と、出力端子（ｏｕｔｐｕｔ　ｔ
ｅｒｍｉｎａｌ）Ｎ３とを有するが、制御端子Ｎ１は走査信号線１２１に連結されており
、入力端子Ｎ２はデータ線１７１に連結されており、出力端子Ｎ３は駆動トランジスタＱ
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ｄに連結されている。スイッチングトランジスタＱｓは、走査信号線１２１から受けた走
査信号に応答して、データ線１７１から受けたデータ信号を駆動トランジスタＱｄに伝達
する。
【００２７】
　駆動トランジスタＱｄも、制御端子Ｎ３と、入力端子Ｎ４と、出力端子Ｎ５とを有する
が、制御端子Ｎ３はスイッチングトランジスタＱｓに連結されており、入力端子Ｎ４は駆
動電圧線１７２に連結されており、出力端子Ｎ５は有機発光素子ＬＤに連結されている。
駆動トランジスタＱｄは、制御端子Ｎ３と出力端子Ｎ５との間にかかる電圧に応じてその
大きさが変化する出力電流ＩＬＤを流す。
【００２８】
　キャパシタＣｓｔは、駆動トランジスタＱｄの制御端子Ｎ３と入力端子Ｎ４との間に連
結されている。このキャパシタＣｓｔは、駆動トランジスタＱｄの制御端子Ｎ３に印加さ
れるデータ信号を充電し、スイッチングトランジスタＱｓがターンオフ（ｔｕｒｎ－ｏｆ
ｆ）された後もこれを保持する。
【００２９】
　有機発光素子ＬＤは、例えば、有機発光ダイオード（ｏｒｇａｎｉｃ　ｌｉｇｈｔ　ｅ
ｍｉｔｔｉｎｇ　ｄｉｏｄｅ、ＯＬＥＤ）であって、駆動トランジスタＱｄの出力端子Ｎ
５に連結されているアノード（ａｎｏｄｅ）と、共通電圧Ｖｓｓに連結されているカソー
ド（ｃａｔｈｏｄｅ）とを有する。有機発光素子ＬＤは、駆動トランジスタＱｄの出力電
流ＩＬＤに応じて強さを異にして発光することにより、映像を表示する。有機発光素子Ｌ
Ｄは、赤色、緑色、青色の三原色などの基本色（ｐｒｉｍａｒｙ　ｃｏｌｏｒ）のいずれ
か１つまたは１つ以上の光を固有に発する有機物質を含むことができ、有機発光表示装置
は、これら色の空間的な和で所望の映像を表示する。
【００３０】
　スイッチングトランジスタＱｓおよび駆動トランジスタＱｄは、ｎ－チャネル電界効果
トランジスタ（ｆｉｅｌｄ　ｅｆｆｅｃｔ　ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ、ＦＥＴ）であるが、
これらの少なくとも１つは、ｐ－チャネル電界効果トランジスタであり得る。また、トラ
ンジスタＱｓ、Ｑｄ、キャパシタＣｓｔおよび有機発光素子ＬＤの連結関係は変更しても
よい。
【００３１】
　本発明の第１実施形態にかかる有機発光表示装置の構造について、図２を前述した図１
と共に参照して詳細に説明する。
【００３２】
　図２は、本発明の第１実施形態にかかる有機発光表示装置の画素ユニットＰＸの断面図
である。
【００３３】
　図２に示されるように、画素ユニットＰＸは、第１サブ画素１０と、第２サブ画素２０
と、第３サブ画素３０とを含むことができる。
【００３４】
　透明なガラスまたはプラスチックなどで作られる絶縁基板１１０の上に駆動トランジス
タＱｄが形成されている。これ以外に、絶縁基板１１０の上には、複数の信号線（図示せ
ず）および複数のスイッチングトランジスタ（図示せず）などがさらに形成されていても
よい。
【００３５】
　駆動トランジスタＱｄの上には、無機物または有機物で作られる保護膜１８０が形成さ
れている。保護膜１８０が有機物で作られた場合、その表面は平坦であり得る。保護膜１
８０には、駆動トランジスタＱｄの一部を露出する接触孔１８５が形成されている。保護
膜１８０の上には画素電極１９０が形成されている。画素電極１９０は、反射電極と、そ
の上に形成された透明電極とを含むことができる。反射電極は、銀（Ａｇ）またはアルミ
ニウム（Ａｌ）といった反射度の高い金属、またはこれらの合金などで作られ、透明電極
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は、ＩＴＯ（ｉｎｄｉｕｍ　ｔｉｎ　ｏｘｉｄｅ）またはＩＺＯ（ｉｎｄｉｕｍ　ｚｉｎ
ｃ　ｏｘｉｄｅ）といった透明な導電性酸化物などで作られる。
【００３６】
　保護膜１８０の上には、画素電極１９０の縁周辺を覆って画素定義膜１８９が形成され
ている。画素定義膜１８９は、各サブ画素１０、２０、３０の開口率に応じて互いに異な
る幅に形成される開口部１８８を備える。
【００３７】
　画素電極１９０の上には有機発光層３２０が形成されており、有機発光層３２０および
画素定義膜１８９の上に共通電極２７０が形成されている。
【００３８】
　有機発光層３２０は、実際に発光がなされる発光層（図示せず）以外に、正孔または電
子のキャリアを発光層まで効率的に伝達するための有機層（図示せず）をさらに含むこと
ができる。この有機層は、画素電極１９０と発光層との間に位置する正孔注入層および正
孔輸送層と、共通電極２７０と発光層との間に位置する電子注入層および電子輸送層であ
り得る。
【００３９】
　共通電極２７０の上には、共通電極２７０を覆って保護する蓋膜２８０が有機膜で形成
できる。
【００４０】
　蓋膜２８０の上には薄膜封止層４００が形成されている。薄膜封止層４００は、基板１
１０に形成されている有機発光素子ＬＤと駆動回路部を外部から密封させて保護する。薄
膜封止層４００は、互いに１つずつ交互に積層される封止有機膜４０１、４０３と封止無
機膜４０２、４０４とを含む。図２では、一例として、２つの封止有機膜４０１、４０３
と２つの封止無機膜４０２、４０４とが１つずつ交互に積層されて薄膜封止層４００を構
成する場合を示したが、これに限定されない。
【００４１】
　以下、図３を参照して、本発明の第１実施形態にかかる有機発光表示装置の画素ユニッ
トＰＸと非画素ユニットＮＸの配列構造を説明する。図３は、本発明の第１実施形態にか
かる有機発光表示装置を示す平面図である。
【００４２】
　図３に示されるように、画素ユニットＰＸは、第１サブ画素１０と、第２サブ画素２０
と、第３サブ画素３０とを含む。第１サブ画素１０は第１色の光を放出し、第２サブ画素
２０は第２色の光を放出し、第３サブ画素３０は第３色の光を放出する。第１色、第２色
および第３色はそれぞれ赤色、青色および緑色であってよく、たとえば、第１サブ画素１
０は赤色サブ画素Ｒ、第２サブ画素２０は緑色サブ画素Ｇ、第３サブ画素３０は青色サブ
画素Ｂである。ただし、必ずしもこれに限定されず、第１サブ画素１０や第３サブ画素３
０が緑色画素Ｇであってもよい。
【００４３】
　また、第１サブ画素１０、第２サブ画素２０および第３サブ画素３０を含むそれぞれの
画素ユニットＰＸは、八角形状に形成される。本実施形態では、画素ユニットＰＸが正八
角形状を有することを例として説明するが、これに限定されない。八角形状の画素ユニッ
トＰＸ内には、第１サブ画素１０、第２サブ画素２０および第３サブ画素３０を順にスト
ライプ形状に配列できる。例えば、画素ユニットＰＸの八角形の真ん中に第２サブ画素２
０が長方形状に形成され、その左右に第１および第３サブ画素１０、３０が第２サブ画素
２０を中心として対称となるように形成できる。
【００４４】
　複数の画素ユニットＰＸの間には非画素ユニットＮＸが配置される。つまり、基板上に
繰り返し配置される複数の画素ユニットＰＸのうち、互いに異なる４つの画素ユニットＰ
Ｘによって囲まれた正方形形態の領域が非画素ユニットＮＸとして形成できる。非画素ユ
ニットＮＸは、透光部、タッチセンサ部、または白色発光部などで実現できる。
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【００４５】
　八角形状の画素ユニットＰＸの各辺は、隣り合う他の画素ユニットＰＸの一辺および隣
り合う非画素ユニットＮＸの一辺と交互に接することができる。つまり、図３の画素ユニ
ットＰＸを例として説明すると、長方形状の第２サブ画素２０の短辺２１は非画素ユニッ
トＮＸの一辺と接し、この短辺から時計回り方向に順次に位置する辺は、交互に画素ユニ
ットＰＸの一辺、非画素ユニットＮＸの一辺と接する。結果的に、１つの画素ユニットＰ
Ｘは、他の４つの画素ユニットＰＸおよび４つの非画素ユニットＮＸに囲まれ、それぞれ
の画素ユニットＰＸおよび非画素ユニットＮＸの一辺と各辺が接するように形成される。
ここで、「２つの辺が接する」という意味は、１つの図形が、その図形に含まれる一辺を
他の図形と共有することを意味し、以下の説明で同様に適用される。また、本実施形態で
は、第２サブ画素２０の短辺２１を基準として説明したが、これに限定されず、画素ユニ
ットＰＸの八角形のいずれか一辺を基準としても同様に適用される。
【００４６】
　本実施形態において、画素ユニットＰＸの第１サブ画素１０、第２サブ画素２０および
第３サブ画素３０のストライプ形状は、非画素ユニットＮＸの一辺と平行に形成される。
図３において、正方形状の非画素ユニットＮＸの互いに垂直な２つの辺がそれぞれ基板の
ｘ方向およびｙ方向と平行に形成されている場合、第１サブ画素１０、第２サブ画素２０
および第３サブ画素３０のストライプ形状は、ｙ方向と平行に形成される。
【００４７】
　このように、画素ユニットＰＸの形状を既存の四角形状でない八角形状とすることによ
り、より高い解像度を得ることができる。四角形と八角形の特性上、同一の周長を有する
場合、八角形の面積がより大きいからである。
【００４８】
　以下、図４を参照して、本発明の効果をより具体的に説明する。図４は、本発明の第１
実施形態と比較例を示す図である。図４において、（ａ）および（ｂ）はそれぞれ同一の
面積を有する四角形の画素構造と八角形の画素構造を示し、（ｃ）は前記（ａ）と（ｂ）
を重ねて示す図である。（ｃ）に示されるように、既存の四角形状構造と本実施形態の八
角形状構造において、同一面積上に含まれる画素の個数（９個）は同一である。この時、
（ａ）と（ｂ）の画素構造のそれぞれにおいて、画素間の距離を測定し、これよりｐｐｉ
（ｐｉｘｅｌ　ｐｅｒ　ｉｎｃｈ）値を計算した。その結果を、表１に示す。
【００４９】
【表１】

【００５０】
　前記表１に示されるように、同一面積の画素構造において、実施形態のｐｐｉ値が比較
例のｐｐｉ値よりも大きい。ｐｐｉ値が大きいほど解像度が高くなるため、前記結果から
、本発明の実施形態による場合、高い解像度が実現可能であることを確認することができ
る。
【００５１】
　また、本発明の実施形態によれば、多様な機能を実現できる非画素ユニットＮＸの実現
のために、別の領域を設ける必要なく、複数の画素ユニットＰＸ間の空間を活用できるた
め、表示装置において全体面積を効率的に活用することができる。
【００５２】
　以下、図５を参照して、本発明の第２実施形態にかかる有機発光表示装置の画素ユニッ
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トＰＸ２と非画素ユニットＮＸ２の配列構造を説明する。以下、第１実施形態と区別され
る特徴的な部分だけを抜粋して説明し、説明が省略された部分は第１実施形態に従う。
【００５３】
　図５は、本発明の第２実施形態にかかる有機発光表示装置を示す平面図である。図５に
示されるように、画素ユニットＰＸ２は、互いに向かい合う辺の長さは同一でありながら
、長辺と短辺が交互に形成された八角形状を有する。本実施形態においては、非画素ユニ
ットＮＸ２の一辺と接する画素ユニットＰＸ２の一辺が、隣り合う他の画素ユニットＰＸ
２の一辺と接する他の辺より長く形成されている。この構成によれば、第１実施形態と比
較して、非画素ユニットＮＸ２の面積をより広く形成することができる。つまり、画素ユ
ニットＰＸ２において、隣り合う画素ユニットＰＸ２と接する辺の長さＷ１と、隣り合う
非画素ユニットＮＸ２と接する辺の長さＷ２との比Ｗ１／Ｗ２を調整することにより、非
画素ユニットＮＸ２の面積を必要に応じて容易に調整することができる。Ｗ１／Ｗ２の値
が大きくなるほど非画素ユニットＮＸ２の面積は小さくなり、Ｗ１／Ｗ２の値が小さくな
るほど非画素ユニットＮＸ２の面積は大きくなる。
【００５４】
　このような第２実施形態によれば、非画素ユニットＮＸ２の領域比率を容易に調整する
ことができる。したがって、非画素ユニットＮＸ２の機能や、表示装置の用途を考慮して
、必要に応じて適切に非画素ユニットＮＸ２の面積を選択して形成することが可能である
。
【００５５】
　以下、図６Ａないし図６Ｃを参照して、本発明の第３実施形態にかかる有機発光表示装
置の画素ユニットＰＸ３と非画素ユニットＮＸ３の配列構造を説明する。以下、第１実施
形態と区別される特徴的な部分だけを抜粋して説明し、説明が省略された部分は第１実施
形態に従う。
【００５６】
　図６Ａは、本発明の第３実施形態にかかる有機発光表示装置を示す平面図であり、図６
Ｂおよび図６Ｃは、第３実施形態の変形例にかかる有機発光表示装置を示す平面図である
。
【００５７】
　図６Ａないし図６Ｃに示されるように、画素ユニットＰＸ３はそれぞれ、第１サブ画素
１３と、第２サブ画素２３と、第３サブ画素３３とを含む。前記第１ないし第３サブ画素
１３、２３、３３は、ストライプ形状に配置される。前記ストライプ形状が配列された方
向Ｐは、非画素ユニットＮＸ３の一辺と約４５度の角度をなすように形成される。つまり
、図６Ａないし図６Ｃにおいて、各θの大きさは約４５度である。また、複数の画素ユニ
ットＰＸ３に含まれているサブ画素１３、２３、３３は、同一色を表示するサブ画素１３
、２３、３３同士が同一線上に位置するように形成される。例えば、一画素ユニットＰＸ
３において、第１サブ画素１３の赤色サブ画素Ｒは、隣り合う画素ユニットＰＸ３に含ま
れている他の赤色サブ画素Ｒと同一線上に形成される。同様に、緑色サブ画素Ｇは、隣り
合う画素ユニットＰＸ３に含まれている他の緑色サブ画素Ｇと同一線上に形成され、青色
サブ画素Ｂは、隣り合う画素ユニットＰＸ３に含まれている他の青色サブ画素Ｂと同一線
上に形成される。
【００５８】
　同一色を表示するサブ画素１３、２３、３３同士が同一線上に形成される場合、サブ画
素１３、２３、３３がなすストライプ形状の配列方向は限定されない。例えば、図６Ａの
ように、基板のｘ軸方向と約４５度の角度をなすように形成されてもよく、図６Ｂのよう
に、基板のｘ軸方向と平行に形成されてもよく、図６Ｃのように、基板のｙ軸方向に平行
に形成されてもよい。また、これに限定されず、必要に応じてストライプ形状の方向は適
切に変化可能である。
【００５９】
　このような本発明の第３実施形態によれば、画素ユニット形成のためのプリンティング
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工程を容易に行うことができる。つまり、有機発光層形成のために溶液をノズルで噴射す
るプリンティング工程を行うためには、同一色の画素が同一線上に配列される必要がある
が、前述した第３実施形態のような構造によれば、同一色のサブ画素を同一線上に配列す
ることが可能である。特に、サブ画素１３、２３、３３を基板の対角線方向、水平方向（
ｘ軸方向）、垂直方向（ｙ軸方向）などいかなる方向にも配列できるため、方向の制限な
くプリンティング工程の実施が可能である。
【００６０】
　本発明を上述したように好ましい実施形態を通じて説明したが、本発明はこれに限定さ
れず、以下に記載する特許請求の範囲の概念と範囲を逸脱しない限り、多様な修正および
変形が可能であることを、本発明の属する技術分野に従事する者であれば容易に理解する
ことができる。
【符号の説明】
【００６１】
ＰＸ、ＰＸ２、ＰＸ３：画素ユニット
ＮＸ、ＮＸ２、ＮＸ３：非画素ユニット
１０、１３：第１サブ画素
２０、２３：第２サブ画素
３０、３３：第３サブ画素

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６Ａ】
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